
　日本医療研究開発機構（AMED）を通じた革新的な医薬
品等の研究開発の支援や、臨床研究中核病院の臨床研究支
援・実施基盤を利活用した日本全体の臨床研究基盤の強化
を推進しています。
　特に、産学官共同創薬プロジェクト（GAPFREE）として
アカデミアのシーズと企業の開発能力等、産学それぞれの
強みを生かした共同研究の推進、AIを活用した創薬プラッ
トフォームの構築等、医薬品の開発プロセスの迅速化・効
率化を促進する取組を進めています。また、臨床研究のコ
スト低減や期間短縮のため、疾患登録システム（患者レジ
ストリ）の利活用を推進すべく、レジストリ保有者と企業
のマッチングや相談支援体制の構築を行っています。
これらの取組を通じて、ブレイクスルーを起こし、質の高
い医療の実現を目指しています。

質の高い医療の実現には、医療現場の体制整備、有効性・安全性に優れた医薬
品や医療機器等の実用化が必要不可欠です。医薬品等の開発支援や研究開発環
境の基盤整備、臨床研究の信頼性確保、再生医療・ゲノム医療等を推進するこ
とで、研究開発の成果を迅速に医療現場に届けることに貢献しています。
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